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い
わ
き
市
生
涯
学
習
プ
ラ
ザ
で
は
、
市
民

の
生
涯
学
習
の
振
興
の
た
め
市
民
講
座
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
用
講
座
、
サ
ー
ク
ル
企
画
講

座
な
ど
様
々
な
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
今
年
度
開
催
し
た
講
座
の
中
か
ら

一
部
で
は
あ
り
ま
す
が
、
ご
紹
介
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　１０月５日から１月１８日ま

で、８回に渡り茶道入門講座を

開催しました。

　坂部宗信先生（茶道裏千家淡交会い

わき支部）の指導の下、作法や道具の

扱い方、お点前を学んだ受講生たちは

一つ一つの所作に戸惑いながらも、和

やかな雰囲気で茶道の世界を楽しんで

いました。

　

東
日
本
大
震
災
以
降
の
大
き
く
変
化
し
た

生
活
環
境
や
社
会
情
勢
に
対
応
す
る
た
め
、

今
後
の
人
生
設
計
や
震
災
か
ら
の
教
訓
な
ど

を
学
び
ま
し
た
。

　

第
２
回
「
地
震
列
島
・
歴
史
は
眠
ら
な
い
」

で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ふ
く
し
ま
災
害
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
支
援
セ
ン
タ
ー
代
表
の
金
成
義
則
さ
ん

が
、
行
政
に
頼
り
切
ら
な
い
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
活
動
の
重
要
性
な
ど
を
話
し
ま
し
た
。

　

第
４
回
は
、
福
島
県
金
融
広
報
委
員
会
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
の
佐
々

木
史
隆
さ
ん
か
ら
、

「
増
税
時
代
を
生
き
抜

く
」
と
題
し
、
消
費

税
の
現
状
や
今
後
の

影
響
な
ど
を
解
説
い

た
だ
き
ま
し
た
。

茶道に親しむ

今を生き抜くためにいっしょにあそぼう
　

親
子
で
一
緒
に
様
々
な
遊
び
を
体
験
す

る
「
い
っ
し
ょ
に
あ
そ
ぼ
う
」
講
座
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

第
３
回
は
、
口
に
入
れ
て
も
安
心
な
小

麦
粉
で
作
っ
た
粘
土
で
遊
び
、
子
ど
も
の

手
形
を
記
念
に
取
り
ま
し
た
。

　

第
５
回
は
、
紙
し
ば

い
と
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
を
行
い
ま
し
た
。
元

気
な
子
ど
も
た
ち
も
、

紙
芝
居
が
始
ま
る
と
目

を
輝
か
せ
て
聞
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。

　いわき市内の小学生 20 人が４チームに分かれ、プ

ラザの施設ごとの特色に合わせた様々な体験をしまし

た。この日初めて顔を合わせた子どもたちが、力を合わ

せて課題にチャレンジしていました。

名刺交換ゲームで
自己紹介

キーボードと
にらめっこ

静電気で
クラゲが宙に！

チャレンジ！プラザ探検隊

お茶とお菓子で
ひと休み

ペットボトルの中で
うずがぐるぐる

みんなでおもちを
ぺったんぺったん



生涯学習に関する調査研究

い わ き 市 生 涯 学 習 プ ラ ザ 施 設 利 用 に 関 す る 調 査

＝大震災前後の年度別施設利用に関する分析＝

第４図　曜日・利用区分別比率 第３図　曜日・時間帯別利用回数

　

い
わ
き
市
生
涯
学
習
プ
ラ
ザ
で
は
、

大
会
議
室
や
研
修
室
、
茶
室
な
ど
全
11

の
施
設
を
備
え
て
お
り
、
１
年
間
に
延

べ
三
千
以
上
の
団
体
・
サ
ー
ク
ル
に
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
施

設
の
利
用
状
況
の
変
化
を
、
震
災
前
後

の
平
成
22
年
度
と
24
年
度
の
時
間
帯
別

の
団
体
・
サ
ー
ク
ル
の
利
用
回
数
か
ら

比
較
分
析
し
た
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

【
１
．
施
設
・
時
間
帯
別
利
用
回
数
】

　

表
１
は
施
設
ご
と
の
利
用
状
況
を
時

間
帯
別
に
見
た
表
で
、
今
年
度
は
22
年

度
に
比
べ
午
後
の
大
会
議
室（
１
）（
２
）

の
利
用
が
増
加
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

様
々
な
団
体
・
企
業
の
会
議
や
研
修
で

の
利
用
が
増
え
た
た
め
で
す
。
ま
た
、

パ
ソ
コ
ン
サ
ー
ク
ル
の
団
体
数
が
増
え

た
た
め
、
研
修
室
の
利
用
が
約
５
割
増

加
し
ま
し
た
。
一
方
で
、
多
目
的
室
の

利
用
は
、
22
年
度
か
ら
約
２
割
減
少
し

ま
し
た
。
震
災
の
影
響
で
一

年
間
、
多
目
的
室
が
使
用
で

き
な
か
っ
た
た
め
、
活
動
の

休
止
や
活
動
場
所
を
公
民
館

な
ど
に
移
し
た
こ
と
が
考
え

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
夜
間
の

時
間
帯
は
全
施
設
で
利
用
が

減
少
し
て
お
り
、
震
災
後
1

年
間
、
平
日
日
中
の
み
の
臨

時
開
館
が
影
響
し
て
い
る
も

の
と
見
ら
れ
ま
す
。

【
２
．
曜
日
・
時
間
帯
別
利

用
回
数
】

　

表
２
は
曜
日
別
の
利
用
回

数
で
、
例
年
の
傾
向
と
同
じ

く
、
日
曜
日
の
夜
間
、
月
曜

日
の
午
前
の
利
用
回
数
が
少

な
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

ま
た
、
全
体
で
３
０
０
件
ほ
ど
減
少
し

て
い
ま
す
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
平
日

の
夜
間
に
集
中
し
て
い
ま
す
。
特
に
木

曜
日
の
夜
間
は
、
１
２
５
件
と
約
4
割

減
少
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
調
査
を
、
今
後
の
施
設
の
運

営
に
反
映
さ
せ
る
と
と
も
に
、
生
涯
学

習
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
環
境
づ
く
り
の

た
め
、
今
後
も
様
々
な
調
査
を
継
続
し

て
実
施
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

第１表　施設・時間帯別利用回数

第２表　曜日・時間帯別利用回数

H24 H22 H24 H22 H24 H22 H24 H22

月 90 70 145 137 139 142 374 349

火 172 135 205 206 192 246 569 587

水 210 205 274 277 248 327 732 809

木 198 153 273 243 178 303 649 699

金 191 335 239 240 192 255 622 830

土 229 231 357 344 155 116 741 691

日 186 237 271 271 71 63 528 571

合計 1276 1366 1764 1718 1175 1452 4215 4536

午前 午後 夜間 合計

H24 H22 H24 H22 H24 H22 H24 H22

大会議室（１） 146 131 232 177 87 113 465 421

大会議室（２） 123 133 221 163 88 107 432 403

中会議室（１） 115 157 184 182 111 127 410 466

中会議室（２） 110 154 184 185 80 157 374 496

小会議室 146 147 188 140 141 159 475 446

研修室 144 81 141 52 161 166 446 299

多目的室 154 201 168 217 148 183 470 601

体験学習室 116 140 130 161 102 131 348 432

和 室（１） 92 106 111 176 105 112 308 394

和 室（２） 99 83 112 143 118 117 329 343

茶 室 31 33 93 122 34 80 158 235

合　計 1276 1366 1764 1718 1175 1452 4215 4536

午前 午後 夜間 合計


